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２）イラク戦争に対する日本の支持表明 
 

年   表 

年 小泉総理、政府・与党の動き 岡田克也、民主党の動き 
H14 11.8 国連安保理が決議 1441 を採択、「継

続的な義務違反の結果、深刻な結果

に直面すると繰り返し警告してきて

いることを想起」 

 
 
 

12.13 

 
 
 
民主党幹事長に就任 

H15  
3.7 

 
 

3.20 
 

5.2 
 

23 
 
 

7.26 
8.19 

 
10.16 

 
11.9 

 
29 

 
12.9 

 
14 

 
国連監視検証査察委員長と IAEA 事

務局長、イラクの査察継続の必要性

を安保理に報告 
イラク戦争開戦、小泉総理が米国支

持を表明 
ブッシュ大統領がイラクでの戦闘終

結を宣言 
総理訪米、日米両首脳が「世界の中

の日米同盟」を宣言 
 
イラク人道復興支援特措法成立 
デメロ国連事務総長特別代表、バグ

ダッドで爆弾テロによって殉職 
国連安保理がイラクへの統治権限移

譲などを定めた決議 1511 を採択 
総選挙 
 
外務省の奥大使と井ノ上一等書記官

がイラクで殉職 
イラクへの自衛隊派遣などを定めた

基本計画を閣議決定 
米軍がイラクのフセイン元大統領を

拘束 

2.3 
 
 
 

3.20 
 
 
 
 

7.18 
 
 
 

10.3 
 
 

11.9 
25 

 
 
 
 

12.15 

＜本会議＞ブッシュ・ドクトリンの

先制攻撃論とイラク問題について総

理と論戦 
 
＜本会議＞イラク開戦への政府の対

応について総理に質す 
 
 
 
＜予算委＞イラクにおける大量破壊

兵器の存在をめぐり総理と議論 
 
 
＜イラク特＞大量破壊兵器をめぐる

発言について総理を追及 
 
総選挙 
＜予算委＞イランの核問題、米国の

イラク政策転換について総理を質す 
 
 
 
＜イラク特＞自衛隊の安全確保支援

活動について総理と論戦 
H16 

 
 

 
 
 

 
 
 

2.10 
 
 

＜予算委＞米国の小型核開発、劣化

ウラン弾使用、地雷問題を取り上げ、

総理の対米追従を追及 
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年 小泉総理、政府・与党の動き 岡田克也、民主党の動き 
H16  

 
 
 
 

7.11 
 
 
 
 
 

12.9 

 
 
 
 
 
参院選 
 
 
 
 
 
自衛隊のイラク派遣延長を閣議決定 

5.18 
6.2 

 
6.17 

 
7.11 

11.10 
 
 

25 
 

12.13 

民主党代表に就任 
＜決算委＞イラク戦争支持の妥当性

について改めて総理に問う 
与野党党首会談、イラクへの自衛隊

派遣をめぐり総理と議論 
参院選 
＜党首討論＞イラク特措法における

非戦闘地域の定義について総理に質

す 
＜イラク特＞自衛隊の派遣延長問題

をめぐり総理を追及 
＜イラク特＞総理の説明責任、非戦

闘地域の根拠、自衛隊の安全確保に

ついて細田官房長官、町村外務大臣、

大野防衛庁長官に質す 
H17  

2.19 
 
 
 
 
 
 

9.11 

 
日米安全保障協議委員会（2 プラス

2）が共同声明を発表 
 
 
 
 
 
総選挙 

1.24 
 
 

2.23 
 
 

5.18 
 

9.11 

＜本会議＞「世界の中の日米同盟」、

イラク戦争と自衛隊派遣問題につい

て総理に問う外交安全保障ビジョン 
＜党首討論＞日米安保体制と同盟関

係、国連決議と先制攻撃について総

理と論戦 
外交安全保障ビジョン『「開かれた国

益」をめざして』を発表 
総選挙 

H18 5.2 
 

6.20 
 

29 

日米両政府が在日米軍再編最終報告

で合意 
小泉総理が陸上自衛隊のイラク撤収

を表明 
総理最後の訪米、ブッシュ大統領と

会談し、「21 世紀の新しい日米同盟」

を宣言 

  

 


